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（趣旨・目的） 

１ 学校法人興誠学園 浜松学院大学・浜松学院大学短期大学部（以下「本学」という。）は、

建学の精神（「誠の精神 即ち 誠を興し 誠に行動し 誠を普くする」）の下、責任ある自

己実現と社会貢献の人づくり、専門的実務能力「能く生きる」と共生協調能力「善く生きる」

とを兼備する人材の育成を教育理念として掲げ、高潔なる倫理観に立って他を思いやることが

できる真に豊かな人間性を涵養するとともに、問題の本質を見極められる判断力、変化に対応

できる創造力・実践力、さらには多様なコミュニケーション能力を身につけた、地域社会と人

類全体に貢献できる人材を育成することを目的としている。 

この理念のもと、本学の研究活動に従事する研究者の主体的な研究活動を十分に尊重し、研

究の公正性を担保する上で重要な研究データの適切な管理を推進するとともに、社会における

本学の価値を高めるための研究データの適切な公開と利活用を図り、学術研究のさらなる発展

と社会の持続的発展に貢献していくため、研究データの管理、公開及び利活用に関するポリシ

ーを以下のように定める。 

 

（研究者の定義） 

２ 本ポリシーにおける「研究者」とは、本学の教職員（常勤、非常勤、嘱託）、本学の学生

（研究生、学部・学科生）等、研究に携わる全ての者とする。 

 

（研究データの定義） 

３ 本ポリシーにおける「研究データ」とは、公開、非公開を問わず、本学における研究活動の

過程で研究者によって収集又は生成された情報を指し、デジタル・非デジタルを問わない。 

 

（研究者の責務） 

４ 本学は、原則として、研究データを収集又は生成した研究者がその研究データの管理を行う

権利と責務を有していることを認める。 

 



（研究データの管理・公開） 

５ 研究者は、研究データを適切に管理、保存し、可能な限り公開・利活用に供する。管理にあ

たっては、法令、各種契約等及び本学の規程やその他の規則とともに、各研究分野における倫

理的要件を遵守する。研究データの公開に際しては、第三者の権利や利益等を害さないよう十

分に配慮する。 

 

（本学の責務） 

６ 本学は、研究データの管理・保存及び公開、利活用を支援する環境を整備し提供するものと

する。 

 

（その他） 

７ 本ポリシーは、社会や学術状況の変化に応じて適宜見直しを行うものとする。 


